
要約

大玉で美味しいさくらんぼ新品種「ジュノハート」

青森県の独自ブランドとして期待される、さくらんぼの新品種「ジュノ
ハート」を育成しました。大玉で美しいハート型をした良食味の品種で、
贈答用や観光果樹園での利用が考えられます。

・この成果は、育成地であるりんご研究所県南果樹部（五戸町）でのデータを基に作成して
います。

・苗木販売は、平成27年秋からの予定です。
・詳細については、平成24年度普及する技術を参照してください。

http://www.applenet.jp/~nouken/promote/sakumoku/kaju/KF1.pdf 

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真 「ジュノハート」の果実

注）出荷規格はＬ：横径22mm以上25mm未満、
２Ｌ：横径25mm以上28mm未満、
３Ｌ：横径28mm以上31mm未満、４Ｌ：横径31mm以上

表 出荷規格割合

出荷
規格

割合（%）

ジュノ
ハート

紅秀峰 南 陽 サミット

Ｌ １ ３６ １１ ０

２Ｌ ２９ ６０ ７１ １９

３Ｌ ５４ ４ １８ ７６

４Ｌ １６ ０ ０ ５

３Ｌ、４Ｌの
割合が多い

消費者ニーズに対応した、新たな需要を開
拓できる、本県独自のさくらんぼのブランド
品種を育成します。

・収穫時期は７月上旬で、「佐藤錦」よりや
や遅く、「紅秀峰」より早いです。

・果実の大きさは３Ｌ主体で１粒の重さは約
11ｇと、２Ｌ主体の「紅秀峰」より大きく、
食べ応えがあります。

・糖度は約19％、酸度は約0.5％と、「紅秀
峰」と同じで、甘くて美味しいです。

・「普及する技術」や「あおもり農業」等の
普及雑誌に、品種特性に関する情報提供を
行いました。

 果実の特徴を活かした、贈答用や観光果樹
園等での利用が考えられます。 
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要約

薬剤耐性菌に注意してぶどうの病気を防除

ぶどうの病気の防除において、ストロビルリン系薬剤に対するべと病
の耐性菌発達を回避する新しい防除体系を確立しました。

• この技術は、平成26年度農作物病害虫防除指針にも掲載しています。
• 詳細については、平成26年度普及する技術を参照してください。

http://www.applenet.jp/~nouken/promote/sakumoku/kaju/H26K1.pdf

１．背景・目的
一般に病気の防除では、同じ薬剤を何回

も使用すると、防除効果が低下することが
あります（薬剤耐性菌の発達）。ぶどうの
べと病の防除では、ストロビルリン系薬剤
に対する耐性菌発達の回避が重要な課題で
す。そこで、その使用場面を減らした新し
い防除方法を確立します。

２．内容

３．活用等

写真 ぶどうのべと病（葉の症状）

表 「落花直後」からのべと病の防除方法

注）青字は新系統の薬剤
赤字はストロビルリン系薬剤

・ストロビルリン系と異なる系統で、実用性が高い薬剤を選定しました。

・異系統の薬剤をべと病の防除方法に組み入れ、ストロビルリン系薬剤の使用場
面を年３回から年２回と、１回少なくしました。

・平成26年青森県ぶどう病害虫防除暦（スチューベン基準）に取り上げ、べと病
の新たな防除方法を普及しました。

この技術を活用することにより、ぶどうの病気の防除では、ストロビルリン系
薬剤に対する耐性菌発達の回避が期待されます。
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